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(1) ウランとアンモニアの反応により 通常圧力の窒素とウランの反応では得られない高窒素含有量の α ーウランセ
スキ窒化物が得られることを実験的に確かめ，アンモニアが 1 気圧の窒素ガスと比べて高い窒素活量を有すること
を熱力学的考察に基づいて明らかにしている。
(2) アンモニアとウラン炭化物との反応でも， 600 ，....， 900oC という低い温度でウラン窒化物が生成され，また，この反
応で遊離する炭素も同時にメタンガスとして除去できることが確かめられている。これはアンモニアが高い窒化能
力を持つ窒化剤として働くと同時に，高い水素化能力を持つ水素化剤としても働くことを示している。




の形で、の水素の存在が低い温度で N=N 結合を切るのに必要であることを明らかにしている O
以上のように，本論文はアンモニアによるウラン，並びに，セリウム窒化物の作成を実験的に詳細に研究し，窒化
反応の熱力学的解析により 窒化物核燃料の製造に関する有用な知見を与えており，核燃料工学の進展に貢献すると
ころが大きし、。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める O
? ?門
i
A斗
A
